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湖国が滋る・水と緑の街づくり
公益社団法人

　この建物は、「久佐の辻」と呼ばれる交差点の東北角に建つ洋風建築である。
　建物はもともと明治銀行彦根支店として、大正７年（1919）に建てられた。棟札によれば「工
事請負人」は杉江太平であったとされている。昭和７年に明治銀行が破綻してからは、病院とし
て使われた時期もあったといわれている。
　昭和33年に彦根信用金庫が購入され、河原町支店（後に銀座支店）とされた。
　建物は交差点に面した角を斜めに切り取って正面とし、腰折れ屋根の形の破風をつけ、その左
右の道に面した西面と南面にも千鳥破風のような切妻の屋根をつけている。その結果、いくぶん
複雑な屋根の形となっている。
　外観は洋館だが、小屋組は梁を架けて束を建て、貫で固める和小屋形式となっている。屋根
の形状に大きく改造された形跡はなく、外観も当初の姿を継承しているとみられることから、大
正時代の外観をのこす貴重な建物といえる。� （彦根市ホームページ参照）

滋賀中央信用金庫銀座支店店舗　彦根市

・総務企画委員会
	 平成27年度　通常総会開催報告･････２

・改正建築士法講習会報告

・栄誉に輝く受章、おめでとうございます！
　　　　　　　　　　　　　･ ･･････３

・ヘリテージマネージャー実行委員会
	 「平成27年　滋賀県ヘリテージマネー

ジャー育成講座」開催予告

・第47回 中部建築賞2015　募集要綱の
ご案内

・平成27・28年度  委員会構成及び
	 事業内容･･･････････････････････４

・平成27・28年度　委員会構成委員
	 一覧･･･････････････････････････５

・青年委員会
	 青年委員会家族親睦事業
	 東映太秦映画村・八つ橋庵とししゅう

やかた・梅小路蒸気機関車館 子ども
達と一緒に体験　夏休みの思い出に！

	 　　　　　　　　　　　　･･･････６

・女性委員会
	 第25回 2015びわこペーロン 選手の
	 募集＆応援のお願い･ ･････････････７

・	地区だより
	 甲賀地区委員会

・滋賀職能大（ポリテクカレッジ）
	 からのお知らせ･･････････････････８

・新入会員のご紹介

・７月の暦

・残しておきたい滋賀の建築 第15回
	 彦根市銀座町界隈の銀行建築
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平成27年度　通常総会開催報告
　５月30日㈯、大津プリンスホテルにおいて、公益社団法人　滋賀県建築士会通常総会が開催されました。会長挨
拶では、昨年度から開講された「滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座」と、本年度より実施予定の「監理技術
者講習会」への取り組みについてお話がありました。記念品・感謝状贈呈、会員表彰に続き、提出された全ての議
案が原案通り承認され無事総会を終了することが出来ました。
　総会終了後、ホテル内にて、懇親・交流会が開催されました。総会にご列席頂きました御来賓の皆様と、新入会員
は８名もご出席頂き、賑やかで有意義な交流の場となりました。皆様、ご協力ありがとうございました。

総務企画委員会

会長挨拶

改正建築士法講習会報告
　５月30日㈯平成27年度通常総会に先立ち大津プリンスホテルを会場に改正建築士法講習会が開催されました。当日
は滋賀県土木交通部建築課高山英夫主幹より本年６月25日施行の改正建築士法について説明と解説を頂きました。今
回の改正は建築物の設計・工事監理の業の適正化及び建築主等への情報開示の充実に重点が置かれた改正で「書
面による業務契約の締結の義務化」「一括再委託の禁止範囲の拡大」等の設計・工事監理の業の適正化に関する
改正と「建築士免許証提示の義務化」「建築設備士の役割の明確化」などの関係事項を含む業務に直接かかわる
内容のものであり、建築士自らが真摯に取り組んでいかなければならない改正内容です。今後も会員皆様の研鑽をご
期待申し上げます。

受賞会員の皆さん 感謝状贈呈の皆さん

会員表彰の皆さん 新入会員の皆さん
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栄誉に輝く受章、おめでとうございます！

諸川　美那氏
彦根地区所属

旭日双光章受章

青木　次郎氏
甲賀地区所属

瑞宝双光章受章

姉川　博則氏
彦根地区所属

黄綬褒章受章

　滋賀県収用委員会委員として長
年に亘り、土地収用業務に携わら
れ「土地収用功労」として受賞さ
れました。

　湖南市消防団長として長年に亘
り、地域防災においてご活躍され、

「消防功労」として受章されました。

　長年に亘り、建築設計・工事監
理業務に携わられるとともに、建
築士会をはじめとする関係団体に
おいて建築士の資質向上、建築設
計業界の社会的地位の向上と発展
にご尽力された事が認められ受賞
されました。

第47回 中部建築賞2015　募集要綱のご案内
応募期間　平成27年８月１日㈯～８月31日㈪
主　　催　中部建築賞協議会
詳しくはホームページ　http://www.tkbc.jp/　をご覧ください。

　昨年に引き続き「第２回　滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座」を開催致します。「ヘリテージマネージャー」
とは歴史的建造物保存活用推進員をいい、文化庁の補助事業（文化遺産を生かした地域活性化事業）として全国
で育成講座が開催されています。
　募集定員30名、全10回の講習会（60時間）で本年９月より開講致します、
　募集案内（講習日程、申込書含む）は月刊「家」８月号に同封してご案内いたします。
　皆様のご受講をお待ちしております。

「平成27年　滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座」開催予告ヘリテージマネージャー
実行委員会
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青年委員会家族親睦事業
東映太秦映画村・八つ橋庵とししゅうやかた・梅小路蒸気機関車館

子ども達と一緒に体験　夏休みの思い出に！

日　　時：平成27年８月９日㈰　　８ ： 00～18 ： 00
場　　所：京都方面（東映太秦映画村 ～ 八つ橋庵とししゅうやかた ～ 梅小路蒸気機関車館）
募集定員：40名（乳幼児含む）　※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。
　　　　　【締切は、７月24日㈮】
参 加 費：大　人　2,500円（中学生以上）　　子ども　1,500円（小学生以下）　　※２才以下の子は無料
　　　　　【参加費は、当日、受付時にて徴収させていただきます。】

食物等に関して、アレルギー等による制限がある方は、お手数ですが、お申込みの際、事務局まで、
ご連絡をお願いします。【 TEL番号 ： 077－522－1615 】

申込方法：下部のお申込欄に必要事項をもれなくご記入いただき、（公社）滋賀県建築士会事務局まで、送信ください。
　　　　　【 FAX番号 ： 077－523－1602 】
行　　程：彦根駅東口 ８：00 ＝ 草津駅西口（ホテルボストンプラザ草津前） ８：50 ＝ 東映太秦映画村 
　　　　　10：00～12：00 ＝ 八つ橋庵とししゅうやかた（昼食・体験）12：10～14：15 ＝ 梅小路蒸気機関車 
　　　　　14：30～16：00 ＝ 草津駅西口（ホテルボストンプラザ草津前） 16：45 ＝ 彦根駅東口 18：00頃

青年委員会

地域会名 フリガナ／お名前 年齢 当日連絡先（携帯番号） E-メールアドレス／FAX番号 乗車場所 子ども用食事
□彦根駅東口
□草津ボストン

ホテル前
□必要

□彦根駅東口
□草津ボストン

ホテル前
□必要

□彦根駅東口
□草津ボストン

ホテル前
□必要

□彦根駅東口
□草津ボストン

ホテル前
□必要

青年委員会　家族親睦事業　参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
※取得した個人情報は、青年委員会家族親睦事業以外には、使用いたしません。

東映太秦映画村で
古風な町並みの見学及び体験

八つ橋庵とししゅうやかた
で、昼食

みたらし団子づくり体験で家族
交流

蒸気機関車体験で子ども達
との夏休みの思い出に

毎年恒例となっております、青年委員会主催の家族親睦事業の案内です。
今年度は、少し近場ですが、京都へ行きます！

　『東映太秦映画村』では、古風な町並みの見学や子供たちお楽しみのショーやアトラクションを体験。
　『八つ橋庵とししゅうやかた』では、昼食と京菓子カルチャー体験として「京都下鴨神社の奉納菓子」であ
るみたらし団子を生地づくりから体験します。そして、今年８月30日でリニューアル工事のため閉館される『梅
小路蒸気機関車館』では、京都市史邸有形文化財に指定されている「旧二条駅舎」や国の重要文化財である「扇
形車庫」、そして実際に動く蒸気機関車の見学をします。盛り沢山の内容ですが、お安く参加して頂けますの
で、この機会にぜひ、ご家族・お子さん・お孫さんとご一緒に、多数のご参加お待ちしております。
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甲賀地区
甲賀地区委員会・地域会総会を終えて

　４月24日湖南市サンライフ甲西大会議室において平成27
年度甲賀地区委員会並びに甲賀地域会通常総会を開催い
たしました。当日は本会より山本会長のご臨席を賜り、ご挨
拶を頂いた後総会議事へと移り、平成26年度事業決算報告
の承認、平成27年度事業計画、予算案の承認をえて平成
27年度のスタートを切る事となりました。
　近年、当地区も会員数の減少が進みついに100名を切っ
てしまいました、本年は事業の活性化を計り、所属会員はも
とより地域内の会員企業、賛助会員様にも進んで参加してい
ただける内容の法令、技術研修会などを積極的に開催する
とともに、例年開催しております会員家族の方や会員関係者

に参加いただいております交流事業にも力を入れ、当地区の
会員相互の結びつきを強くすると共に今後の会勢拡大につな
げてゆきたいと考えております。また昨年まで事務局として会
員の服部様にお世話になっておりましたが、体制変更により
地域会代表が事務局を担当
する事となりました、本会をは
じめ県内各地区委員会の皆
様にはご指導ご協力の程よろ
しくお願いいたします。

地区だより

第25回 2015びわこペーロン 選手の募集＆応援のお願い
　女性委員会は、滋賀県建築士会のPRと、会員相互の親睦・団結を深め会員増強の一助とする目的で、今年も、
びわこペーロン10人漕ぎの部　女子に参戦します。チーム名は「ゴーゴー！ 女性建築士☆」です。
　大会経験も４回目となりますので、去年よりも上位を目指して全力で挑みたいと思います。
　つきましては、漕ぎ手としてご活躍頂ける女性の方を募集しております。また、今年も、近畿女性建築士チームが参
戦されますので、当日の応援もよろしくお願いいたします。
　尚、選手の方はお弁当として、当日1,000円徴収させて頂きます。応援に来てくださる方で、お弁当を希望される方
はお申込みをお願いいたします。同じく、当日1,000円徴収させて頂きます。

日　　　時：平成27年８月23日㈰　８：00～16 ： 00
場　　　所：サンシャインビーチ大津市なぎさ公園
申込締切日：平成27年７月15日
申　込　先：公益社団法人　滋賀県建築士会　事務局　FAX. 077-523-1602　　TEL. 077-522-1615

女性委員会

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　齢　　　　　　　（選手登録に必要です）

連絡先

選手参加 お弁当 該当欄に○印をお願いします
※取得した個人情報は、2015びわこペーロン事業以外には使用いたしません。

2015 びわこペーロン 選手参加・お弁当申込書
2013びわこペーロン３位入賞 2014びわこペーロン　選手の皆さん

2015機関誌「家」93ページを、お手数ですが同封の訂正記事とお差し替えください。

家
族
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行
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残しておきたい滋賀の建築
第15回 彦根市銀座町界隈の銀行建築

　彦根市の銀座周辺には、他地域の古い銀行建築が建て替えられる中、表紙の滋
賀中央信用金庫銀座支店をはじめ、滋賀銀行彦根支店（旧百三十三銀行本店）や
俳遊館（旧彦根信用組合本店）など多くの銀行が当時の姿のまま残っている。特に、
大正14年に竣工した滋賀銀行はRC3階建でRC構造初期の建物であり、貴重な産業
遺産ともいえる。� （文責：M. M）

21 火 大安
22 水 赤口
23 木 先勝
24 金 友引
25 土 先負
26 日 仏滅 一級・木造建築士試験（学科）
27 月 大安
28 火 赤口 　
29 水 先勝 　　
30 木 友引 　
31 金 先負

12 日 先勝
13 月 友引
14 火 先負 第２回青年委員会
15 水 仏滅

16 木 赤口
四役・委員長会議
情報広報委員会
女性委員会

17 金 先勝
18 土 友引 近建青定例会議（兵庫）
19 日 先負
20 月 仏滅 海の日

1 水 友引 　
2 木 先負 　
3 金 仏滅
4 土 大安
5 日 赤口 二級建築士試験（学科）
6 月 先勝 女性委員会役員会
7 火 友引
8 水 先負
9 木 仏滅

10 金 大安
11 土 赤口

7月の暦

新入会賛助会員 社　名

丸松木材㈱

新入会員のご紹介
地　区 氏　　名

大 津 中　島　繁　人

滋賀職能大（ポリテクカレッジ）からのお知らせ

平成27年８・９月開講 能力開発セミナー のご案内
コース№ コース名 受講料 定員 実施日 講習時間帯
CH081 建築計画実践技術 ¥20,300 24 8/7、 8、21、 22 ９：30～16：30

CH041 木造住宅における結露防止を考慮し
た断熱・気密設計法 　¥7,000 12 8/18、19 ９：30～16：30

CH011 木造住宅における壁量計算技術 　¥6,500 10 8/19、26(※日程変更) ９：30～16：30

CH021 木造住宅における性能表示（構造の
安定編） 　¥6,500 10 9/2、 9 ９：30～16：30

各講座ともCPD認定プログラム申請コースです。
講座の概要は　http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/pdf/H27/2015ch.pdf
ネットでの受講申し込みは　http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/seminar_form_mousikomi.html
受講申込書のダウンロードは　http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/pdf/h27/entry2015.pdf
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
〈厚生労働省所管〉近畿職業能力開発大学校附属

滋賀職業能力開発短期大学校（滋賀職能大）
www3.jeed.or.jp/shiga/college/

〒523-8510 滋賀県近江八幡市古川町1414

学務援助課 TEL：0748-31-2254
FAX：0748-31-2255


